戦前期日本タオル工業の生成・発展 : 泉州と今治の比較を念頭において by 川村 晃正












































































































たタオル生地を晒し、大阪の問屋を通じて上海に輸出した。折しも、明治 10 年代後半から 20
年初頭にかけて泉州の木綿生産が不振であったことから、佐野町を中心に白木綿からタオル製
織に転じる者が出てきた（『大阪タオル工業史―大阪タオル 100 周年記念―』昭和 61 年刊）。 
大阪に端を発したタオル工業は、明治 24 年には兵庫県（播州タオル）、27 年には愛媛県（今
治タオル）、30 年代に入ると三重県（伊勢タオル）、愛知県（三河タオルｶ）等へ広がっていっ
た（『中小工業としてのタオル工業における技術進歩の実態分析』（大阪府立商工経済研究所、
昭和 34 年）。 
タオルに対する国内市場が未形成の段階で、日本のタオル工業は輸出向商品としてスタート
し、輸出がタオル工業を先導した。断片的な史料ではあるが、明治 31 年のタオル輸出高は
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－ 41 － 
明治 42 年の統計表によると、この時期多少ともタオルを生産していた府県は大阪、兵庫、三
重、静岡、山梨、滋賀、宮城、鳥取、島根、広島、岡山、山口、和歌山、徳島、福岡、佐賀の



























阪タオル工業史（80 周年記念）』大阪タオル工業組合、昭和 41 年）、大戦景気後再び両産地の
１ダース当たりの価格が１円前後に落ち着くことから、この期の盛況がバブリーなものであっ
たといえよう。 








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































堺 県 愛媛県 
価額（円） 構成比 価額（円） 構成比
農産物 3,707,769  68.8 3,872,060 54.5 
畜産物 5,159  0.1 341,845 4.8 
海産物 16,827  0.3 206,758 2.9 
鉱産物 6,724  0.1 179,971 2.5 
工産物 1,649,688  30.6 2,499,399 35.2 
















－ 45 － 
図表４Ｂ 愛媛県・堺県の工産物上位６品（明治７年） 
  堺 県 愛媛県 
  工産物 価額（円） ％ 工産物 価額（円） ％ 
1 縫織物類 547,216 33.2 醸造類 754,283 30.2 
2 醸造物 365,043 22.1 縫織物類 363,966 14.6 
3 食物類 147,082 8.9 紙類 269,643 10.8 
4 油類 144,324 8.7 油蝋類 247,260 9.9 
5 金属細工・諸器械類 84,009 5.1 飲料・食物類 234,777 9.4 
6 桶樽類 87,453 5.3 糸綿麻類 131,023 5.2 
  その他 274,562 16.6 その他 498,447 19.9 




ている。「縫織物」の内容は白木綿 721,935 反(282,038 円)、縞木綿 93,470 反(77,967 円)、真田紐
105,924 丸(149,898 円)抔綿製品であった。堺県では織物類の他に、農産物として捉えられてい






織物 363,966 円で、主要な品目は白木綿 508,856 反(127,517 円)、縞木綿 664,030 反(215,123 円）、
木綿紺絣 13,520 反(18,015 円)抔綿織物であった。愛媛県についても「糸綿麻類」131,023 円の








－ 46 － 
よると、トップは大阪府で 1,806,655 反(698,117 円)、次いで新川県（越中国）1,646,640 反(609,958
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図表６ 明治 38・39 年泉南綿織物業の生産動向 
種  別 
明治 38 年 明治 39 年 
販出量 価額（円） ％ 販出量 価額（円） ％ 
白木綿（反） 8,500,500  3,097,636 83.8 5,560,460 1,946,163  63.1  
タオル（打） 1,015,000  669,900 10.0 706,140 619,870  8.0  
綾手・平手（打） 561,140  235,679 5.5 2,520,440 834,846  28.6  
綿ネル（反） 68,600  90,600 0.7 30,780 54,385  0.3  









表によると、明治 38 年に１千万点・400 万円に達した泉南綿織物の生産高は翌年には生産数
量・生産額ともども 15％前後減少した。とりわけ、主力商品の白木綿は数量、価額ともに３分
の１以上の減産となった。タオルは数量が３割方減じはしたものの、価額は１割の減少にとど
まっている。他方、「綾手・平手」（広幅綾織・平織の手拭地）は、数量で 4.5 倍、価額で 3.5















それが 38 年になると白木綿 6,500 円に対してタオルは 63,000 円と逆転した。さらに 44 年には







周年記念）』掲載の「明治 44 年佐野町タオル生産様式」によると、工場 20、家内工業８、織元























末年に 60 万ダースであったのが大正 11 年には 142 万ダースに増え、さらに昭和 13 年には 552
万ダースへと増大していった（『大阪タオル工業史（100 周年記念）』）。この間、佐野町で力織
機の普及とともに生産の集中化がさらに進展した。タオル工場設立の推移をみると、大正１～






図表７ 昭和７、12 年泉南綿織物業の製品（単位＝千円） 
製品名 
昭和６年 昭和 12 年 
価額 ％ 価額 ％ 
白木綿 7,490 14.5 9,641 7.5  
広幅物 38,767 74.9 104,566 81.0  
（綾綿布 8,685 16.8 40,306 31.2) 
（綿ネル 8,777 16.9 13,260 10.3) 
特殊物 4,939 9.5 13,539 10.5  
（タオル 3,223 6.2 9,593 7.4) 
合計 51,792 100.0 129,077 100.0  
（『日本における産地綿織物業の展開』表 2-6 より作成） 
－ 51 － 
























したという（『愛媛県史 社会経済３』愛媛県、昭和 61 年。http://www.i-manabi.jp/sysytem/ 
regionals/ ecode:2/45/vie/5773） 
明治４年の廃藩置県で藩専売制が廃止されて生産が活発化した。綿替制による白木綿生産は
増進して 10 年には年産 40 万反に達した。しかし、輸入綿布との競合で市場を奪われたうえ、
泉南のように輸入綿糸（唐糸・洋糸）をうまく活用できず、18 年には１万 8000 反に激減した。
その後 20 年になっても６万反弱にとどまった。 
明治 10 年代後半のデフレ不況で衰微した伊予木綿に新たな活路を与えたのが「綿ネル」で
あった。明治 19 年に紀州ネルを模倣して伊予綿ネルの製造が始まった。今治の綿替商矢野七三































４台を導入してタオル製造を始めた。翌 28 年に新に工場を建て織機 30 台を設置してタオル生
産を 34 年まで行った。しかし、製品も安定せず工費だけが嵩み利潤も薄ったこともあり、力織
－ 53 － 
機設置後は綿ネル生産に主力を移してしまった（『えひめのタオル 85 年史』四国タオル工業組





















かくして、今治タオルは明治 43 年にわずか１万ダースであったのが大正４年には 21 万ダー













も 50 名、産額も 100 万円に達し、10 年には 98 万ダース・132 万円に増大した（菅原利鑅『今
治タオル工業発達史』今治タオル工業連合会、昭和 28 年）。 
今治では戦後恐慌後に力織機化が進んだ。大正７年にはじめて原田式力織機 10 台が設置され







図表８ 戦前期今治タオル生産高・輸出高（大正４～昭和 14 年） 
年 
生産高 うち輸出向 輸出割合(%) １打の価格（円） 
数量（打） 金額（円） 数量（打） 金額（円） 数量 金額 生産高 輸出向 
T4 218,661 150,538  61,600  42,411 28.2 28.2 0.69  0.69  
T5 445,495 260,345  86,329  69,029 19.4 26.5 0.58  0.80  
T6 322,745 434,280  16,576  19,327 5.1 4.5 1.35  1.17  
T7 455,688 837,200  3,159  5,854 0.7 0.7 1.84  1.85  
S6 4,727,085 2,984,392  73,908  80,775 1.6 2.7 0.63  1.09  
S8 6,112,600 5,201,234  472,591  388,951 7.7 7.5 0.85  0.82  
S9 5,367,338 5,643,270  430,372  520,596 8.0 9.2 1.05  1.21  
S10 5,548,173 4,053,037  680,577  1,289,949 12.3 31.8 0.73  1.90  
S11 5,305,770 5,763,151  782,056  1,549,253 14.7 26.9 1.09  1.98  
S12 3,984,496 6,182,694  824,469  2,090,105 20.7 33.8 1.55  2.54  
S13 3,684,347 7,883,331  680,076  2,314,564 18.5 29.4 2.14  3.40  




－ 55 － 
表によると、今治タオルの生産高は大正４年 218,661 ダース・150,538 円から昭和６年
4,727,085 ダース・2,984,392 円へと数量で 22 倍、価額で 20 倍に著増し、２年後の８年には高
橋財政による好況もあって生産量では戦前期最高の 6,112,600 ダースに達した。その後生産量













和６から 10 年までは大戦前の安い単価で推移していたのが、昭和 10 年代になると単価が上昇



















ると、浴巾 3,661,874 ダース（83％）、湯揚 241,966 ダース（5.6％）、反物 293,165 ダース（6.7％）、
腰巻 47,541 ダース（1.9％）、ハンカチーフ 122,412 ダース（2.8%）であった。ダース換算では
圧倒的に浴巾が占めているが、これを重量に換算するとそれぞれ浴巾 561,789 貫匁（56％）、湯












図表９ 昭和 12 年今治織物生産高（単位＝円） 
種 類 内需向織物  (%) 輸出向織物   (%) 合 計 構成比 
広幅織物 13,359,722 65.0  6,799,584 73.5 20,159,306  67.6  
 （綿ネル 6,771,640 32.9  2,819,516 30.5 9,591,156  32.2) 
 （三綾 5,643,970 27.4  2,123,772 23.0 7,737,742  26.0) 
タオル 6,182,694 30.1  2,090,105 22.6 8,272,799  27.8  
その他 1,022,862 5.0  356,445 3.9 1,379,307  4.6  
合計 20,565,278 100.1  9,246,134 100.0 29,811,412  100.0  
（『今治綿業発達史』より作成。タオルの内訳は浴巾 355 万円、反物 314 万円、湯揚 133 万円、
その他 24 万円である。） 
 
昭和 12 年の時点で、今治綿織物産地の生産総額は３千万円近くにのぼった。その７割が内地
向織物であった。また、織物種類別構成をみると、綿ネル 32.2%、タオル 27.8%、三綾 26.0%の
３種で 86%に達する。綿ネルと三綾はともに広幅物であるから、今治綿織物産地はこれら広幅















紹介して本稿を閉じることとする。事例(ｱ)(ｲ)(ｳ)は昭和 17 年 10 月大阪、(ｴ)は 11 月東京におい
て開催された日本タオル卸商組合主催の座談会での有力卸売商の発言を要約したものである
（小西 敬『日本タオル沿革史』日本タオル卸売商組合、昭和 18 年）。 
















































－ 59 － 
暇で困ったのでタオルを織った。他に本所にメリヤス工場を持っていた人が冬の仕事が済む
と困るので河内からタオル職人を呼んでタオルを織っていた。32 年に本店に戻り毛糸販売の
傍らタオルを販売した。35 年に独立して毛糸のブローカーをやっていたときに、「当時岡崎
の友人で木綿屋をやっていた者にタオルを織ることを薦めた処賛成したので」、参考にイギリ
ス製「ジギンズ」織機を見せて貰ったが使用法が分からず、結局手織がもっとも簡単だとい
うことで秘密裡に醤油屋の倉庫で織ったものである。女工は三河から名古屋の織屋に働きに
行っている者を尋ねだして連れ戻しその女工に織らした。これが三河タオルの始めである。 
・私はこの友人が織ったタオルを一手に引き受けて販売した。タオルの長さ、巾、風味等につ
いて色々希望があり、その希望に基づいて製織させた。最初は清水メリヤスに一手販売して
いたが、製造家の割が良く製造が増加してきたので、明治 37 年に横山町に店を出し、やがて
毛糸を全部やめてタオル専門店になろうと日本橋塩町に開店した。 
・明治 38 年知人のハンカチ屋の中西がタオルを販売してやろうというので販売して貰った。白
無地タオルを求められたのでこれを初めて作った。中西が百貨店に販売して高評を博した（中
西は創業明治 12 年の洋物商・中西儀兵衛商店のことで、今日のハンカチ専門問屋「ブルーミ
ング中西株式会社」－川村）。それから百貨店を見て回ると上等の「ジャカード」のものが出
ていたので「ジャカード」で織ればできると思い、巣鴨に工場を作り、職人を雇って「ジャ
カード」織のものを作った。当時インド行きのタオルで「ボンジュ」というものがあったが、
これは泉州の佐野でできていたのでこれを「里井」さん（泉州タオル・里井圓治郎－川村）
にも見せて貰い、自分の考えと合わせて研究した。ジャカードのタオルを谷広吉に見せたら
買うという、外に流さないで全部もってこいというので全部谷に納めた。明治 40 年頃である。
谷は舶来品と一緒にオリエンタルタオルと名づけて相当利益を得て売ったらしい。 
・「タオル」を体裁良く箱にいれて一般慶弔、その他の進物用に利用されるようになったのは明
治 42 年頃、ハンカチ商中西儀兵衛氏が最初と思う。私もタオル発展のために共鳴して大いに
宣伝に努めた。追々知られるようになって各百貨店も「タオル」箱入りの売場を設けて売り
出した。各タオル商も進物用品のため販売高も大きくなった。大正 12 年の震災後は著しく増
進した。私は箱詰めに至極便利で優美なボール箱を考案して実用新案特許を受けて進物用に
出したところ高評を博して各方面ともその箱入を作る様になった。 
 
以上のように、タオル卸売商はタオルの商品化において、たんに商品を小売商に売りつなぐ
だけでなく、マーケットが求めるニーズに適合した商品開発に大きく関わって、種々アイディ
アを提供し、生産をリードした。前章でみた各タオル産地の発展の背後にこうしたタオル卸売
商の目に見えぬ活動があったのである。 
